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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、イギリス 19 世紀ヴィクトリア朝期の小説における＜子ども＞という概念の
表象の変化を考察し、作家たちがその概念の形成に果たした役割を再評価するものである。 
もっとも前期ロマン派の詩人 William Blake (1757-1827) やロマン派を代表する William 
Wordsworth (1770-1850) のような詩人についての考察も議論の基礎を補強するものとし
て取り入れられている。各章の構成は以下のようである。  
 
 序 
 第一章 概念としての＜こども＞――＜子ども＞と＜子どもらしさ＞の構築をめぐって  
 第二章 ロマン派からヴィクトリア朝へ――無垢と経験  
 第三章 オリヴァー・トｳイストの無垢――善の勝利としての無垢  
 第四章 『嵐が丘』における無垢――ネリーの子ども観とキャサリン  
 第五章 『ジェイン・エア』と『デイヴィッド・コパフィールド』における無垢と成長  
      ――無垢から経験へ  
 第六章 『大いなる遺産』におけるピップの成長――無垢の喪失と回復  
 結 
 
 瀧川宏樹氏は、これまでヴィクトリア朝作家たちが子どもの無垢を描いたという点に関
しては指摘されてはきたが、無垢な子ども像を描く際に、作家たちがどのような性質を「子
どもらしさ」として認識していたのかという点や、その子ども像をいかにして描いたのか
という手法面や語りの点に関しては触れられることが少なかったと、自らの基本姿勢を述
べる。「子ども」という概念は自明のものではなく、大人によって「こうあるべき存在」と
して作られたイメージであるというのが氏の基本的な論点である。そこから各作家が子ど
もの視点や立場を描く際に行った工夫、また「子どもらしさ」に与えた要素、無垢な子ど
もの成長の問題に対する姿勢を比較し、もってヴィクトリア朝時代の「子ども」観の形成
の発展をたどり、さらには彼らがこの分野でいかに重要な役割を担ったかを解明しようと
するのである。  
第一章では、「子ども」とは大人社会が自分たちにとって都合のよいように作られた存
在であるという点を中心に、「子ども」を巡ってどのような議論が行われてきたのかをフィ
リップ・アリエス等の理論をたどって概観する。さらに『嵐が丘』（Wuthering Heights, 
1847）を取り上げ、作品内にどのような「子ども」の概念が見出せるのかを検証し、大人
との差異に焦点を当てることで「子どもらしさ」が作られたものであると主張する。  
第二章ではブレイク（William Blake）の『無垢と経験の歌』（Songs of Innocence and of 
Experience, 1794）から「『喜び』という名の幼子」（ ‘Infant Joy’）と「『悲しみ』という
名の幼子」（ ‘Infant Sorrow’）、『無垢の歌』と『経験の歌』の双方に収録されている「煙突
掃除の少年」（ ‘The Chimney Sweeper’）を取り上げ、ブレイクにとっての無垢と経験の境
界線とは何であったのかという点を中心に考察している。さらにワーズワス（William 
Wordsworth）の『抒情詩集』（Lyrical Ballads, 1798）から「わたしたちは七人」（ ‘We are 
Seven’）と「父親たちのための逸話」（ ‘The Anecdote for Fathers’）を取り上げ、特に大
人と子どもの対話に重点を置き、ワーズワスが子ども独特の思考回路に価値を与え、そこ
から大人が学ぶ姿勢を提示した様を探る。  
第三章ではディケンズ（Charles Dickens, 1812-70）の『オリヴァー・トゥイスト』
（Oliver Twist, 1837-9）を取り上げ、オリヴァーの無垢が前半部と後半部では異なった描
き方がなされていることに注目し、さらに犯罪者の世界にオリヴァーの無垢がいかなる影
響を与えたかという観点から、悪に勝利する力を秘めたものとしての子どもの無垢が描か
れているという。  
第四章ではエミリ・ブロンテ（Emily Brontë, 1818-48）の『嵐が丘』（Wuthering Heights, 
1847）を取り上げ、語り手であるネリー・ディーンがいかなる子ども観をもって語ってい
るかを考察し、そのネリーの子ども観の中で語られるキャサリンの無垢の描写に焦点を当
て、キャサリンは大人になっても無垢な状態であった点を強調する。  
第五章ではシャーロット・ブロンテ（Charlotte Brontë, 1816-55）の『ジェイン・エア』
（Jane Eyre, 1847）とディケンズの『デイヴィッド・コパフィールド』（David Copperfield, 
1849-50）を取り上げ、「可愛げのない」子どもとして位置付けられたジェインの無垢の精
神がどのように描かれているかを検討し、ジェインとデイヴィッドの成長過程の描写の違
いを考察している。  
第六章ではディケンズの『大いなる遺産』（Great Expectations, 1860-1）を取り上げ、
ピップ（Pip）が歪んだ性格へと成長していく軌跡をたどり、彼の無垢の喪失とジョ （ーJoe 
Gargery）の描写に焦点を当て、大人になっても無垢な心を持ち続けることが善良さを失
わないことにつながる点を強調している。  
結論としてヴィクトリア朝作家たちが、子どもの無垢をそれぞれ独自の視点から描出し
たことの意義についてまとめる。即ち、精神的成長を遂げたジェイン・エア、悪魔的性格
へと変身したヒースクリフ、純な魂のままに成長し社会（世間）との軋轢を生んだキャサ
リン・アーンショウ、社会性を身につけるのに不十分なままだったデイヴィッド・コパー
フィールド、幼年時の善良さを失ってゆくピップ・ピリップ、というように彼らが描いた
子どもの無垢の精神の変遷は、〈子ども〉という存在がいかなる試練を与えられるかを読者
に伝えている。そして、これらの子どもの描写の変遷が示しているのは、子どもは無垢な
存在と見なされたからこそ子どもの価値が見出され、彼らが作品世界に描かれることによ
って大人側の子どもに対する意識がヴィクトリア朝期において大きく発展していったとい
う。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 瀧川宏樹氏が「子ども観」というとき、その対象の人物の背景にあるはずのイギリス社
会の現実というものが必ずしも明らかにされているとは言えない。例えば『嵐が丘』のネ
リー・ディーンという家政婦の存在について、読者は彼女の来歴やその性格造形の事情な
どについて十分に知ることは出来ない。彼女は、イギリス小説によくあるように「見えな
い人間」として存在が暗示される召使の一例に過ぎない。そのような人物を作者エミリ・
ブロンテが「語り手」の一人にしているために読者の目線は彼女が語る対象であるキャサ
リンやヒースクリフに注意を奪われて、ネリー・ディーンが如何なる人物であるかをあま
り意識する必要を感じない。瀧川宏樹氏もこの人物の来歴について独自のセオリーを持っ
てはいないようだが、ネリー・ディーンがキャサリンやヒースクリフに対して世間の常識
的人間としての観点から評価を加える箇所にあえて注目する。この点を「ネリー・ディー
ンの子ども観」という言葉にまとめる議論のスタイルは、根拠がやや曖昧なままに推移す
るゆえに十分な説得力を持つとは言えない。  
しかし、瀧川宏樹氏の読み方が緻密であることは、ネリー・ディーンのわずかな言葉を
積み重ねて、次のように評価するときよく証明される。即ち、「ネリーの描く世界において、
成長とは大人社会に適応することであり、キャサリンの場合は、外見は社会に適応してい
ったが、中身は適応していない。外見の成長とともに、ネリーは中身の成長も要求してい
るために、キャサリンは保護されるという特権を奪われたとき、社会不適格者や狂人など
のレッテルを貼られて死んでいく」（第四章）というような評言である。  
瀧川宏樹氏が議論の基礎として調査した先行の歴史家や哲学者（ジョン・ロック、ルソ
ー、フィリップ・アリエス、ミシェル・フーコーなど）やロレンス・ストーン、ニール・
ポストマン、ピーター・カヴニーなどの研究者たちへの目配りも概ね行き届いていて、氏
の論述を安定したものにしている。  
今回分析の対象とした作家・詩人たちは、ウイリアム・ブレイク、ウイリアム・ワーズ
ワース、シャーロット・ブロンテ、エミリ・ブロンテ、チャールズ・ディケンズといった
18 世紀から 19 世紀ヴィクトリア朝にかけての文人たちであるが、論文タイトルにある「ヴ
ィクトリア朝小説」がこれらの文人たちによって全てカヴァーされる訳ではもちろんない。
考察の対象としては、主題の性質上 18 世紀小説家たちの広大な作品群があり、19 世紀ヴ
ィクトリア朝の他の作家たちの世界ももっと探求されるべきであろう。  
しかしながら＜子ども＞という、まことに捉えどころの難しい課題に果敢に挑戦した姿
勢は評価されてよい。テクストの読みは丁寧かつ精細であり、論述も外連味がない。英文
学研究者としての今後の大成を期待させる成果であることは間違いない。  
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。  
